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待降節第 4 主日（クリスマス礼拝） 説教 「主イエスとの出会い」要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 12 月 20 日  

イザヤ書 7:10～14、マタイによる福音書 1:18～23

 クリスマスおめでとうございます。ア
ドヴェントクランツの４本目のローソク
に火が灯され、待降節第四主日を迎え、
今年もクリスマス礼拝を共に献げること
が許されました。ただ、クリスマスは正
しくは今日ではなく２５日です。つま
り、あと５日、待たねばならないという
ことですが、けれども、多くの教会はク
リスマスを祝うべくこの日に礼拝を捧げ
ています。そのため、少し気が早いので
はと言われることもありますが、ただ、
そう言われることは正しいことでもある
のです。しかし、私たちを含めて多くの
教会は、今日、一足早くクリスマスをお
祝いするのです。それは、私たちの気が
早いからでもなく、また、その理解が間
違っているからでもありません。もちろ
ん、開き直ってのことでもありません。
イエス様の降誕を祝うためには、いずれ
の主の日がふさわしいのか。それは、ク
リスマスの前か、それとも後か、そし
て、そこには、恐らく、私たち日本人の
時間感覚、共同体感覚が大きく影響して
いるようにも思いますが、ただ、いずれ
にせよ、多くの教会は、クリスマス直前
の主日をクリスマス礼拝としてお祝いし
てきたわけです。そして、そこに私たち
はそれぞれの教会のあり方、その歩みを
見ることができるわけですが、つまり
は、私たちはそういうやり方を長く続け
てきたということです。ですから、あれ
これと理屈づけるのではなく、今までそ
うしてきたから、ということで十分だと
私は思うのです。つまり、親や祖父母が
食べてきたことを私たちも同じように子
や孫と一緒に食べるということです。た
だし、それは、だから、そのことを盾に
取って、いつまでも同じように同じもの
を食べ続けなければならないということ
ではありません。なぜなら、今までそう
してきたから、ということは、何も考え
ないことではないからです。 
 クリスマスとは、イザヤが預言した
「インマヌエル、主我らと共にいます」
ことの実現を共々にお祝いすることでも
ありますが、イザヤが預言してから事が
成るまでがおよそ 700 年、そして、事が
成ってからこの時までがおよそ二千年、
そこで何が大事なのかというと、インマ
ヌエルと呼ばれる主はの看板には偽りが
ないということです。事が成り、主我ら

と共にいますことを私たちがこれまでず
っとお祝いし続けきたのはそれゆえのこ
とであるからです。ところが、このコロ
ナ禍にあって、私たちがこれまで当たり
前のようにやり続けてきたことができな
いために、私たちはどこか浮き足だった
りもしているのです。かくいう私もその
一人ではありますが、なぜなら、皆さん
に向かって、口ではあれこれ言いつつ
も、昨日もそうでした。シーンと静まり
かえった会堂で、クリスマスの前日を一
人過ごしていることに耐えられない気持
ちになったからです。それは、クリスマ
スを翌日に控えた皆さんの弾む声、神様
に豊かな礼拝を捧げるべく最後の準備を
する聖歌隊、奏楽者の賑々しさなど、そ
うした皆さんのクリスマスを迎える上で
の息遣いに囲まれ、牧師は毎年クリスマ
ス前日を過ごしているからです。ところ
が、今年は、そうした息遣いが感じよう
にもまったく感じられなかったわけで
す。コロナに感染した際の症状の一つと
して、味覚が感じられないということが
あるそうですが、ですから、コロナ禍
は、そういう意味でも私たちの感覚を鈍
くさせ、また、様々なものを奪うもので
もあるのでしょう。 
 このように、あれもこれもすべてな
い、ないないづくしで迎えるしかなかっ
たのが今年のクリスマスでありますが、
しかし、だから、まったく何もできなか
ったというとそうではありません。一時
期閉じていた礼拝は再開され、祭りを迎
えた時のあの高揚感はなくとも、ツリー
の飾り付けやアドヴェントクランツはい
つも通り整えられ、こうしてクリスマス
礼拝を献げることが許されました。です
から、これはありきたりな言葉ではあり
ますが、できないことを悲しむのではな
く、できることを喜ぼうと、牧師であれ
ば、そういって皆さんを励まし、次のた
めに備えるべきであろうと思うのです。
ただ、クリスマスを祝う上で御言葉が語
ることは、来年に備え、次はこうしよ
う、ああしよう、こうせねば、というこ
とではありません。みどり子の誕生を祝
う私たちに、もう一度、そもそものとこ
ろで御子の誕生を祝うということがどう
いうことかを教えるのです。それが、イ
ンマヌエル、主我らと共にいますという
ことですが、イザヤが預言したこの救い
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の出来事を神様は御子イエス様の誕生を
持って実現くださったわけです。そし
て、私たちがこの救いの出来事を我がこ
ととして知ることができるのは、この出
来事を迎え入れ、喜び祝い続けていた
人々がいたからです。そして、その始ま
りがこの若い夫婦であるということで
す。 
 コロナ禍の中にあって、ないないづく
しのクリスマスは実に味気ないものでは
ありますが、けれども、この二人の若い
夫婦の上に訪れた出来事も実に味気ない
ものでありました。そうである以上、こ
の味気なさにこそ、クリスマスを祝う上
での原点があるということです。ただ、
そこで私たちは思うのです。御子の誕生
の出来事は神様の小さな親切以外の何も
のでもないと。また、それだけではあり
ません。御言葉は、母マリアの夫ヨセフ
のことを「正しい人であった」と語るの
ですが、この若い夫婦の上にこの特別な
出来事が訪れたのは、まさにこの「正し
さ」ゆえのことでもありました。そし
て、それは、その正しさの裏側にあるも
のを見つめてのことでもありますが、な
ぜなら、人が求め、手にしたいと願う正
しさには、その心の裏側にあるものを隠
そうとする意図が働きもするからです。
そして、それは正しさを盾に我が身を守
ろうと卑しさでありますが、ただ、ヨセ
フの場合は、少し事情が違って中途半端
な正しさを主張する人ではありませんで
した。その正しさには、確かに御心を拒
む弱さが潜んではいましたが、けれど
も、穏便に事をすまそうとするところに
は、その優しい一面が現されてもいたよ
うにも思うからです。ですから、そうい
う意味で、ヨセフ以上の「正しい」者は
多くはありません。そうである以上、選
ばれるにふさわしい者はこの夫婦をおい
て他にはいなかったということです。で
すから、神様はやはり見る目があるし、
その判断も間違ってはいなかったという
ことでもありますが、けれども、この二
人にとっては、やはり迷惑な話でもあっ
たでしょう。ですから、この二人の若い
夫婦の下に訪れた出来事を私たちは奇
蹟、奇蹟とはやし立てたりもするのです
が、もしもそれが我が身に起こったとし
たらどうでしょう。また、そもそものと
ころで言えば、クリスマスを私たちがお
祝いするということは、この若い夫婦の
ように御子を迎え入れるということで
す。では、その時、私たちは、祭りの時
のような高揚感に包まれるのでしょう
か。それとも、暗澹たる気持ちにさせら

れるのでしょうか。このように、御子を
迎え、私たちがクリスマスを祝うことの
原点には、人としての弱さであり、愚か
さであり、さらには、それゆえの悲惨さ
を見ることができるのです。けれども、
それを言い訳としているだけでは、何も
始まることもありません。この二人のよ
うに、そこから一歩を踏み出すことが求
められているのです。 
 そこで、私の場合、あれこれと想像し
たりもするのです。幼子イエスは、どん
な様子でその母の胸に抱かれていたのだ
ろうか。おっぱいをお腹一杯飲んだのだ
ろうか。少し大きくなったときには、は
いはいしたり、キャッキャと笑ったり、
周りの者を和ませたりしたのだろうか。
また、母マリアは、そういうイエス様に
頬ずりしたり、その頬にキスをしたりし
たのだろうか。さらには、父ヨセフは、
そういう母と子をどのような気持ちで毎
日接し続けたのだろうか。イエス様から
初めて「お父さん、父ちゃん」と呼ばれ
たとき、どんな気持ちであったのだろう
か。イエス様を迎えてからのその暮らし
ぶりといったものをつい想像したりして
しまうのですが、それは、クリスマスの
お祝いも、私たちの信仰も、このヨセフ
とマリアがそうであるように、日々のそ
の暮らしの中で始まったものだからで
す。それゆえ、そこには幸せな時間と複
雑な現実とが混在していたことでしょ
う。また、その時代時代における様々な
問題がその中で現れ出ることにもなった
のでしょう。つまりは、クリスマスの出
来事は、私たちから見て遠い世界のこと
ではないということです。この若い夫婦
のように、御子イエス様をこの手で抱き
上げることであり、つまりは、イエス様
と共に暮らすこと、それゆえ、それはさ
ほど難しいことではないということで
す。それは、皆さんと同じように、誰も
が同じことをやっていることだからで
す。 
 しかし、この度のコロナ禍が教えるこ
とはその気があっても、そのやる気が削
がれることが現にあり、そして、信仰を
持ってしても、削がれたやる気をもう一
度奮い立たせることはなかなか簡単では
ないということです。そこで、考えたい
ことは、インマヌエル、主我らと共にい
ますと言うことです。ただ、世間、世俗
の人々の間には、もしかしたら、私たち
の中でも、信仰というとどこか浮世離れ
したものとの固定観念があるようにも思
うのです。けれども、「インマヌエル、
主我らと共にいます」ことを伝える福音
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を信じるということは、浮世離れしたも
のなのでしょうか。この日の御言葉が語
るように、私たちが生きるこの浮き世
は、同時に憂き世でもあるのですが、た
だ、それがウキウキしたものであって
も、また、憂い多きものであっても、い
ずれにせよ、この世俗の中で経験しうる
ものがインマヌエルの出来事でもあるの
です。だからこそ、福音は福音としてそ
の異彩を放つのですが。ただ、やる気が
削がれたときに触れる福音は、ちょうど
今がそうだと思いますが、どこか味気な
いものでもあるのです。それは、世俗に
生きる私たちの気持ちを高ぶらせるとこ
ろがないからです。しかし、その私たち
が 世俗的クリスマスを馬鹿にするのは
どうしてなのでしょう。それは、やる気
を出そうが出すまいが、私たちが福音と
いうものを誤解しているからなのではな
いでしょうか。 
 福音は、ヨセフ、マリアという世俗に
生きる人々に届けられたものであり、つ
まり、この世にどっぷりつかりきって生
きる私たちだからこそのものであるとい
うことです。ですから、世間を笑う前
に、私たちは、自分が一番世俗的である
ことを知らなければなりません。それ
は、私たちの弱さや愚かさや、それゆえ
に避けることのできない、世に生きる私
たちの悲惨さなど、私たちの生きる現実
そのものに働きかけるものが福音である
からです。それゆえ、やる気があるかな
いかは二の次三の次のことです。私たち
は、ヨセフ、マリアのように主を迎え入
れて、その私たちの悲惨な現実の中で
堂々と救いを求めてもいいのです。た
だ、詩編 130 編に「深き淵の底から、主
よ、あなたを呼びます」とあるように、
そのためには、自分が辛く苦しいこと
を、つまり、自分が深き淵にあることに
目をつぶってはなりません。なぜなら、
この若い夫婦にとって、イエス様を迎え
ての現実は、まさに深き淵に沈み込むよ
うなものであり、けれども、イエス様
は、そこに間違いなく共にいてくださっ
ているからです。 
 ですから、クリスマスを祝うというこ
とは、この世に生きる私たちが深い淵の
中から主イエスの御名を呼ぶことであ
り、もし呼ぶことがなければ、生まれた
みどりごを私たちの中に迎え入れること
はできません。そして、若い夫婦の新た
な日々がそこから始まっていったよう
に、私たちもまたそこから新たに生き始
めることになるのです。そのためには、
イエス様の御名を私たちが呼び、迎えな

ければなりません。ですから、そういう
意味で、クリスマス直前の主日にクリス
マスを覚え、礼拝を献げることは、新し
い明日へと続くためには正しいことで
す。なぜなら、まだ終わってはいない
し、それゆえ、次へと続いて行く。しか
も、主の日の礼拝を私たちがこうして捧
げるということは、私たちが主にあって
新たにされる経験をしたということで
す。まただから、ホッとして終わるので
はなく、まだ終わらぬところから次に続
いていく、主我ら共にいます信仰は、こ
の次に続いていくところに大きな意味を
置くものなのです。 
 ただ、先ほど、やる気は二の次三の次
と申しましたように、そのために私たち
が何かをしなければならないということ
ではありません。そこで、誤解されてい
る方も多いので、これは確認のために申
し上げることですが、私たちの信仰は、
なにかをするとか、できないとか、そう
いうところで問われるものではありませ
ん。知の巨人と言われたある神学者が、
クリスマスを祝うと言うことは休むこと
であり、労苦から離れることであると語
るのですが、それは、あらゆる人間が休
むことから逃れようとしているからで
す。そして、それは、自分からも、ま
た、他のことからも逃れようとしている
からで、そこで生じるこの苦労は、休む
ことを拒む、罪ある自分自身から逃れよ
うとしてのことでもあるのです。それゆ
え、休むことを拒むようなクリスマスの
祝い方はそもそものところでふさわしく
ありません。ですから、コロナ禍の今、
もし、私たちが落ち着きを失っていると
したら、それは、クリスマスを誤解して
いるからなのではないでしょうか。 
 ただ、このように申しますと、この人
は大丈夫、あの人は大丈夫というという
ことを言い出す人が必ずおりますが、大
丈夫だと決めるのは私たちではありませ
ん。クリスマスを祝うと言うことの中に
は、誰にとっても必ず満たされないもの
が残されているのであり、それをしっか
りと見つめつつ、なお、その上で、とい
うことが、クリスマスを祝うということ
だからです。ですから、自分は大丈夫だ
と決めつけ、そう思い込ませたとして
も、ちょうど、ヨセフがそうであるよう
に、それで私たちは落ち着き払うことな
どできません。だから、あれこれと動き
回り、負わなくともいい苦労までも負っ
てしまうわけですが、けれども、まただ
から、満たされないものがあることを知
って、じっとしているのは悪いことでは



4 

ないと知らされるわけです。そして、そ
れを知らしめるのが天よりの声でもあり
ますが、ですから、それがその胸に届く
ためには、私たちはじっとしているしか
ありません。知の巨人は、それをクリス
マスを祝うことだと言っているのです
が、それはまた、ある古代教父が言って
いるように、人は天に帰るまで安きを得
ることはないからです。それは、私たち
が罪ある自分自身から逃れることで平安
を得たいと願うからでもありますが、つ
まりは、そういう都合の良さを私たちが
持っているということです。 
 そして、このことはまた、私たち自身
が愛を持っていないということでもあり
ますが、私たちが愛そうとして愛せない
のはどこか誤魔化しがあるからです。だ
から、そういう自分を誤魔化そうとし
て、愛せないのに愛しているふりをした
りもするのです。そして、このことはつ
まり、私たちが愛せない自分から逃げて
いるということでもありますが、つまり
は、御言葉が「神は愛だ」と語る神から
逃げているということで、愛せないの
は、神に憩うてはいないからです。けれ
ども、イエス様は違います。母マリアに
抱かれているイエス様の姿は神に憩う姿
であり、悲惨極まりない若い夫婦のその
腕に抱かれているのがみどりごキリスト
でもあるのです。そして、それがクリス
マスを祝う私たちの姿であり、それゆ
え、もし私たちがこの時落ち着きを失っ
ているとしたら、それは、イエス様を信
じる自分自身からも、神様からも逃げ出
して、そこに憩うてはいないからです。
まただから、慌てふためき、焦り、落ち
着きを失い、挙げ句の果てには、深い淵
より這い出すために何でもしようとする
のです。ですから、ヨセフの正しさに
は、そういう私たちの弱さが現されてい
るようにも思いますし、まただから、神
の現実を穏便に回避しようとしたのでし
ょう。それゆえ、そうした態度は、人間
のこざかしさを正しさで塗り固めようと
するに等しいことだとも言えるのでしょ
うが、それゆえにまた、正しさを求める
人間臭さは、同時に罪の現れともなるの
です。まただから、人は罪から逃れよう
として正しさを振りかざしたりもするの
でしょうが、ただ、それで私たちが向か
うところは、神のいますところではな
く、神がいますところとは正反対の方向
です。では、神に方に向かうとはどうい
うことなのか。それが、幼子のごとくと
いうことでもあるのです。 

 知の巨人が語った休むということは幼
子のごとくと言うことです。神の子イエ
ス様が罪の現実にある若夫婦に抱かれて
いるように、今ここに委ね休むというこ
と、つまり、何かをしようと企てること
ではなく、ただそこにいるということで
す。それは、待つということは「いる」
ということであり、それゆえ、クリスマ
スの祝いの時は、この委ねたところに約
束されてもいるのです。ただ、そこには
人の気を引く素晴らしいものはありませ
ん。そこは、御旨が実現したなどと誰も
信じることのできない、人の目から見れ
ば、悲惨きわまりないところなのです。
しかし、そこにキリストは共にいまし、
まただから、そこに私たちは休むことが
できるのです。それは、そこが私たちの
休むべき場所であることを知っているか
らです。だから、そこで私たちは安心し
て叫ぶことができるし、安心して嘆き悲
しむこともできるのです。そして、それ
は、私たちがいつまでも叫び、嘆き悲し
み続ける者でないことを知っているから
です。 
 私たちは神様から逃れようとする罪深
いものです。この事実を私たちは誤魔化
すことはできません。私たちが崇高な者
から逃れようとするのはそれゆえのこと
でもあるのでしょう。けれども、深き淵
にたたずむしかない私たちのところに、
主は降りてくださいました。そして、そ
れが神様の御心でもあるのです。若い夫
婦に抱かれたキリストはそのことを現し
ています。だから、私たちはそこで喜ん
でいいし、また、神様助けてくださいと
叫んでもいいのです。そして、それが私
たちが生きる世俗、この世であるという
ことです。ですから、今までがこうだか
ら、今もこうだと決めつけるのでもな
く、また、今までがこうでなかったか
ら、これからはこうせねばと思い込むの
でもなく、神様とイエス様が共にいます
ところに自分もいる、何かをして、何か
を創り上げようとするこざかしさ、小さ
な箱庭を頑なに守り続けようとするあざ
とさ、そういうところに自分を置くので
はなく、ただ神様とイエス様が共にいま
すことを喜ぶ私たちでありたいと願いま
す。祈りましょう。 

 


